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ω
転
々
校
舎
を
移
し
剤
の
道
を
行
く

　
学
生
運
動
史
を
語
る
S
・
P
・
S
・
労
働
学
校

一
橋
は
と
問
へ
ば
算
盤
と
答
へ
ん
、
禅
問
答
に
も
あ
り
さ
う
だ
が
、
前
垂
掛
の
学

生
を
今
も
偲
ば
し
め
る
学
園
に
も
数
へ
れ
ば
限
り
な
い
学
生
運
動
の
潮
が
満
ち
て

　
　
（
；
）

は
干
え
、
干
え
て
は
満
ち
、
過
去
十
年
の
細
路
を
造
つ
た
。
定
款
改
正
、
寵
城
事

件
、
選
手
制
度
廃
止
等
々
、
然
し
こ
れ
等
の
中
で
S
・
P
・
S
労
働
学
校
の
歴
史

は
そ
の
青
史
に
輝
き
を
添
へ
る
最
大
の
も
の
と
云
へ
る
。

S
・
P
・
S
（
ω
o
o
邑
①
忌
訂
潟
畠
8
ω
o
o
邑
①
）
労
働
学
校
は
恰
も
吾
国
の
労
働

運
動
の
最
盛
期
へ
と
躍
進
す
る
時
代
に
孤
々
の
声
を
上
げ
た
大
正
十
二
年
震
災
前

S
・
P
・
S
の
事
業
と
し
て
「
東
京
お
よ
び
附
近
の
労
働
組
織
」
の
調
査
に
取

掛
つ
た
の
が
動
機
と
な
つ
て
大
震
災
を
境
に
十
三
年
五
月
十
九
日
芝
公
園
友
愛
住

宅
の
一
部
に
開
校
式
を
挙
げ
た
。
開
校
当
時
講
義
担
当
者
の
顔
触
れ
が
す
べ
て
本

学
の
若
い
教
授
、
助
教
授
で
あ
つ
た
点
か
ら
見
れ
ば
、
自
由
主
義
を
騎
す
一
橋
が

学
問
の
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
の
た
め
に
労
働
者
階
級
の
中
に
進
軍
し
た
事
は
学
園
の
延

長
運
動
と
も
考
へ
得
る
が
、
主
催
者
側
の
学
生
に
果
し
て
こ
の
尺
度
が
あ
て
は
ま

る
か
ど
う
か
、
恐
ら
く
全
く
別
個
の
視
角
か
ら
出
発
し
た
と
云
へ
る
だ
ら
う
。
そ

こ
に
こ
そ
又
学
生
運
動
史
を
輝
か
し
め
る
強
い
意
志
の
火
花
が
散
る
。
そ
の
事
実

を
開
校
宣
言
書
は
十
二
分
に
裏
付
け
て
ゐ
る
。

「
S
・
P
・
S
労
働
学
校
は
S
・
P
・
S
に
よ
り
創
ら
れ
た
一
社
会
運
動
の
現
れ

で
あ
る
。
そ
れ
は
労
働
と
学
問
と
の
分
離
に
対
す
る
社
会
へ
の
抗
議
で
あ
り
、
同

時
に
来
る
べ
き
社
会
へ
の
準
備
で
あ
る
」

こ
の
意
図
詮
索
は
別
と
し
て
学
園
延
長
運
動
の
旗
の
下
に
生
れ
社
会
運
動
と
し
て

あ
ら
ゆ
る
制
圧
下
に
混
沌
の
中
に
消
え
て
ゆ
く
短
命
な
剤
辣
の
道
は
最
も
ア
イ
ピ

カ
ル
な
学
生
運
動
の
狭
き
門
へ
の
歩
み
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

友
愛
住
宅
の
薄
暗
い
電
灯
の
も
と
に
壊
れ
か
け
て
時
々
煙
突
が
倒
れ
て
は
講
義
を

中
断
し
た
と
云
ふ
ス
ト
ウ
プ
を
囲
ん
で
開
か
れ
る
午
後
六
時
半
か
ら
九
時
半
ま
で

日
二
課
の
授
業
は
知
識
程
度
が
種
々
雑
多
な
た
め
講
師
に
も
聴
衆
に
も
難
解
だ
つ

た
が
当
時
新
帰
朝
の
金
子
（
鷹
）
教
授
は
本
学
の
講
義
を
休
ん
だ
折
も
出
講
す
る

と
い
う
熱
心
振
り
だ
つ
た
。
第
一
回
の
講
義
は
次
の
様
な
陣
容
で
あ
つ
た
。
法
学

通
論
（
岩
田
）
日
本
経
済
史
（
猪
谷
）
労
働
法
制
（
孫
田
）
労
働
組
合
（
上
田
）

近
世
産
業
史
（
上
田
辰
）
の
諸
教
授
、
然
し
自
由
論
題
を
中
心
に
行
わ
れ
る
S
・

P
・
S
同
人
の
指
導
は
本
学
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
制
を
採
用
し
て
「
賃
労
働
と
資
本
」

「
近
世
社
会
主
義
の
潮
流
」
等
が
討
論
さ
れ
た
。
斯
う
し
て
大
正
十
四
年
四
月
に

は
八
十
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
が
、
当
時
の
同
人
か
回
顧
す
る
如
く
無
知
識

階
級
」
労
働
組
合
の
本
質
を
知
ら
し
め
る
ま
で
教
育
す
る
事
で
あ
る
な
ら
吾
国
の

労
働
運
動
に
忘
れ
得
ぬ
貢
献
を
与
え
た
と
云
へ
よ
う
。
生
徒
の
職
業
は
第
二
期
四

十
三
名
中
機
械
工
（
二
一
）
印
刷
工
（
七
）
事
務
（
六
）
－
－
の
比
率
で
あ
る
。

芝
公
園
を
去
っ
た
教
室
は
駿
河
台
仏
教
会
館
か
ら
大
崎
の
日
大
労
働
組
合
総
聯
会

本
部
へ
、
そ
の
後
昭
和
二
年
四
月
干
住
交
隣
園
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
頃
S
・
P
・

S
は
学
内
の
研
究
的
学
生
を
集
め
て
二
百
余
名
に
上
り
、
最
も
筆
か
な
り
し
学
園

自
由
主
義
を
背
景
に
思
想
の
転
換
を
行
つ
た
。
後
藤
寿
夫
氏
を
中
心
と
す
る
社
会

科
学
研
究
会
が
本
学
に
勧
誘
に
来
た
折
そ
の
入
会
を
拒
絶
し
た
が
、
同
人
六
、
七

十
名
で
あ
つ
た
社
会
科
学
研
究
会
を
数
に
お
い
て
も
圧
倒
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

然
し
評
議
会
最
盛
期
と
共
に
最
高
潮
に
進
ん
だ
S
・
P
・
S
は
、
三
二
五
事
件

と
共
に
衰
滅
す
る
、
二
年
四
月
上
田
部
長
の
も
と
に
開
か
れ
た
開
校
式
は
中
止
さ

れ
て
交
隣
園
か
ら
退
き
、
労
働
学
校
は
先
輩
の
手
に
渡
り
深
川
猿
江
町
同
潤
会
託

児
所
に
移
っ
て
こ
、
で
開
校
さ
れ
た
が
、
昭
和
四
年
一
月
五
日
上
田
部
長
辞
任
と
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共
に
部
長
難
に
陥
り
予
算
に
支
障
を
来
し
こ
、
に
於
て
尊
い
歴
史
を
も
っ
た
S
・

P
・
S
は
つ
い
に
廃
止
す
る
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
九
八
号
（
昭
和
九
年
十
一
月
十
二
日
）

昭
和
十
年

ω
本
学
経
済
調
査
部
組
織
整
備
す

　
新
た
に
部
員
を
増
加

一橘大学学制史資料第7巻

本
学
の
研
究
所
活
動
を
統
括
す
る
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
調
査
部
の
組
織
お
よ

び
規
定
は
去
る
四
日
（
月
）
の
学
部
教
授
会
に
提
出
さ
れ
左
の
如
く
決
定
し
、
つ

い
で
十
二
日
の
委
員
会
に
お
い
て
新
部
員
お
よ
び
研
究
員
を
詮
衝
、
調
査
出
張
費

の
支
出
方
法
等
が
定
め
ら
れ
た
。
組
織
お
よ
び
細
則
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
本
学
に
経
済
調
査
部
を
置
く
。

一
、
調
査
部
は
本
学
各
部
科
教
授
、
助
教
授
、
助
手
及
び
補
手
を
以
て
之
を
組
織

　
す
。
大
学
長
は
必
要
に
応
じ
前
項
以
外
の
教
職
員
を
し
て
加
入
せ
し
む
る
こ
と

　
あ
る
べ
し

一
、
調
査
部
は
産
業
経
済
に
関
す
る
資
科
の
蒐
集
及
調
査
研
究
を
な
す
こ
と
を
目

　
的
と
す

一
、
調
査
部
に
次
の
職
員
を
置
く
。
部
長
（
一
名
）
委
員
、
研
究
員
、
幹
事
（
各

　
若
干
名
）

一
、
部
長
は
委
員
の
互
選
に
よ
り
大
学
長
之
を
命
ず
、
部
長
は
調
査
部
を
代
表
し
、

　
其
の
事
務
を
綜
理
し
、
研
究
員
を
指
揮
督
励
す

一
、
委
員
は
本
学
教
授
、
助
教
授
中
よ
り
大
学
長
之
を
命
じ
其
の
任
期
は
二
年
と

　
す
。
但
し
重
任
を
妨
げ
ず
、
委
員
は
委
員
会
を
組
識
す
、
委
員
会
は
調
査
部
の




